
【個人】                         提 出  平成 30年 3月 12日 

 山   行   報  告   書   

                                山行報告提出者 ： 鈴 木 

山 名： 唐 松 岳 2,695.8ｍ                         （長野県北安曇野郡白馬村） 

入山日：平成 28年 3 月 9 日(金)～ 11日(日) （1 泊 2日、車中１泊） 

プラン担当者 正： 鈴 木  副： 唐松岳（左）と不帰の嶮 

 

参 
 

加 
 

者 
 

L 報記： 鈴 木    

（単独行） 

 

        

男 1名 、  女  名、 計 1 名 

天 候： 

3 月 10日 曇りのち晴れ 稜線は強風 

3 月 11日 晴れ 稜線は強風 

3 月 9 日(金) ＪＲ新宿発 23：５４ムーンライト信州にて白馬駅まで      

3 月 10日

（土） 

05：40 白馬駅着、バスで八方ターミナル経由ゴンドラ、リフト（２本）乗り継ぎ 

八方池山荘着-09：10山行開始-10：10八方池 10：20-11：20丸山 11：30 

-12：40 唐松頂上山荘（周辺でテント泊） 行動 3ｈ30  

3 月 11日

（日） 

05：00 起床-07：00山行開始-07：20唐松岳 07：20-07：30頂上山荘 

（テント撤収）08：10-08：50 丸山 08：50-09：40 八方池 09：40- 

10：20 八方池山荘着、リフト・ゴンドラ利用し 11：00 八方ターミナル着 

バスでＪＲ長野駅経由新幹線で大宮まで 行動 3ｈ20 

荒天候時のエスケープルート：テント泊中止し八方池山荘泊、または日帰り下山。 

装
備
と
食
糧 

共同装備： 共同食： 

個人装備：ヘッドランプ、雨具、防寒衣、コンパス、地図、テント（冬用外帳）、シュラフ、 

マット、ピッケル、アイゼン、ストック、ゴーグル、バラクラバ、グローブ 

（含予備）、ワカン、スコップ、携帯トイレ、テルモス、寒冷ガス一式 

個人食： ４食 プラス 行動食                                                                                                                                  

感 
 

 
 

想 

3 月 10 日 歩き始めは曇っていたが徐々に青空が広がり気持ち良い登山日和となった。 

雪面は凍結や踏み抜きもなくアイゼン歩行に最適な状態。順調に唐松頂上山荘に到着した。 

無人の小屋脇にテントを設置しようとしたが風が強いことや凍結でペグが打ちずらく手間を 

くった。（テン泊 4 張ほど） 

3 月 11 日 昨日に引き続き稜線上は強風で唐松岳へは登頂したもののほんの 1分ほどで 

引き返した。テント撤収もまともにできず、ペグや小備品をふくめ本体外張りごと丸めて 

ザックに突っ込み早々に下山の途についた。 

少し下りれば風もなく柔らかな早春の日差しのもと白馬の街並みを眺めながらのんびり 

下山した。丸山付近では登りの人が数珠つなぎ（100 人以上）でびっくりしたが 3 割ほど 

はバックカントリーの人であった。 

2 年前八方池下のトイレまでしか行けなかった借りを返して余りある満足のいく山行と 

なった。 

 


